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研究成果の概要（和文）：本研究は，長期間に渡る時系列文書データを対象とした検索に有効な語彙的意味処理技術の
開発を目的とする．具体的には，(1) 分野語義辞書を開発し，(2) 時系列モデルに基づき語義の局所・大域特徴量を抽
出することにより，意味に基づく時系列データ処理を実施した．またこれらを用いることで，訓練データと作成時期が
異なるテストデータを高精度で分類することが可能となることを示した．

研究成果の概要（英文）：This study proposed a method for lexical semantic extraction which is effective 
for topic tracking and text categorization that training data may derive from a difference time period 
from the test data. We present a method that minimizes the impact of temporal effects by using term 
smoothing and transfer learning techniques. The results showed that integrating term smoothing and 
transfer learning improves overall performance of topic tracking and text categorization, especially it 
is effective when the creation time period of the test data differs greatly from the training data.

研究分野： 自然言語処理

キーワード： 分野語義辞書　転移学習　素性選択　文書分類　続報記事抽出

  ３版
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１．研究開始当初の背景

近年, WWWの爆発的な普及を背景に, 特定

の話題に関するバースト性, すなわちある話

題がどの時期に集中的に報道されているかを

分析したり, ユーザが指定した出来事に関す

る一連の内容を検索· 提示する続報記事抽出

に関する研究が盛んに行われている. これら

の研究は, 確率モデルや機械学習に基づく手

法が主流である[Allan’03, Larley’04, 

Leskovec’09, He’10, Tang’13]. しかしそ

れらの多くは意味を排除した枠組みとなって

いるため, 精度面で課題が残る.

語の意味を考慮した初期の研究としては, 

YangやAllan の研究がある[Yang’94, Allan’

98]．彼らは,辞書情報を利用した単語の類推

や構文解析などの言語処理を積極的に利用す

ることで続報記事の抽出を試みた. しかし, 

いずれの場合にも大幅な精度の向上がみられ

なかったことから, 言語処理の利用は必ずし

も有効ではないと結論づけている. 以来, テ

キストマイニング, あるいは情報検索分野に

おいても依然, 語の表層に基づき, 新たな確

率· 統計手法や機械学習法を適用した研究が

主流となっている.

2000 年以降, 文書はいくつかの潜在的な

トピックで表現されていると仮定し, 時系列

データをトピック集合で集約する潜在的意味

解析(LDA, Blei’03) が脚光を浴びるように

なった. その後, LDAを用いて話題のバース

ト性を解析する研究が国内外で多くなされて

いる[Alsumait’09, Caballero’13]. Blei

らはLDA を拡張し, 文書集合中の時系列情報

を考慮したDynamic Topic Models(DTM) を提

案した

[Blei’06]. 高橋らは, DTMとKleinberg の確

率モデル[Kleinberg’02] を組み合わせたバ

ースト解析手法を提案している[高橋’12]. 

しかし, いずれの手法も各トピック集合の要

素であるキーワードは単語の表層情報であり, 

各トピック, 及びキーワードの意味的解釈は

人手により行っているため, 時系列データか

ら抽出された単語が必ずしもその時期に注目

された話題となっていない場合や, 時間の経

過とともに内容が刻々と変遷していくような

場合にはバーストが正しく検出できないとい

う問題が残る.

２．研究の目的

本研究は, 長期間データ系列を対象とした

バースト解析や続報記事を高精度で抽出する

ためには, 意味を中心に据えた自然言語処理

技術が必要不可欠であるという主張のもとに, 

長期間に及ぶ時系列データを対象とした検索

に有効な語彙的意味処理技術を開発すること

を目的とする. 具体的には, (1) 分野語義辞

書を開発し, (2) 時系列モデルに基づき語義

の局所· 大域特徴量を抽出することで, 時系

列データに対する意味処理を実施する. また

これらが意味処理において有効な知識ベース

言語モデルであることを検証するため, これ

らを用いることにより訓練データと作成時期

が異なるテストデータを高精度で抽出· 提示

できることを示す. さらに, 時系列データを

対象とした意味処理において適切な意味の粒

度, 及び異なる言語体系(日本語と英語) に

おける分野語義の類似· 相違点についても明

らかにする.

３．研究の方法

本研究は3つの課題から成る．第１の課題は，

分野語義辞書の開発である. 分野語義辞書は, 

既存の辞書の語義にその語義が頻繁に使用さ

れる分野名を自動的に付与した辞書であり, 

話題と背景を同定するために用いる. 研究代

表者は, 文書の話題語, 及び背景語の語義は, 

その文書が属する分野に依存して決まること

に注目した. 例えば, “テキサスの洪水” に

関する一連の報道記事が“災害” という分野

に属していることがわかっているとする. こ

の報道記事中, “Relief help has been 

granted” の“relief” はこの文書の話題語

と捉えることができる. 多義解消の結果, 

Relief help は救済/救助の意味であると判



定されたとする. 一方, WordNet に記載され

ているrelief の語義中, 上記の語義が災害

の分野で使用されることが明記されていれば, 

relief help は災害の分野において話題語で

あると判断することができると考えた. そこ

で，既存の辞書と大量の分野ラベル付きテキ

ストコーパスを利用することで，辞書に記載

されている語義に分野を付与する手法を提案

した．

第2 の課題は, 局所· 大域特徴量の抽出で

ある. TDTコーパスの調査から, 背景語は長

期間重要であり, その出来事が勃発した時期

は密集して出現するが, 時間の経過と共に疎

となる場合が多いこと, 話題語は, 短期間に

のみ頻出することが明かになった. 例えば95 

年に起きた神戸の地震に関する一連の記事に

おいて, 勃発当時”earthquake” は頻出して

いるが, 半年後の被災者の医療問題に関する

記事では, 2 回のみである. 一方, 医療問題

の記事において話題語である”medical” は

神戸地震に関する一連の記事の中で, この記

事にのみ頻出している. さらに同一分野に属

する2 種の出来事に関する記事系列から抽出

した話題語(背景語) の分布は類似傾向にあ

る. そこで, 続報記事に関する訓練データを

用い, 話題語(背景語) が出現した時期以降

の時間差と重要性の度合いを推定することで, 

出来事の推移が把握できるのではないかと考

えた. 具体的には，転移学習の一つである

TrAdaBoost を用い，重要性の度合いを学習す

る手法を提案した．

第3 の課題は, 文書分類である. 課題2 で

得られた学習法を用い, 時系列記事中の各記

事を高精度で分類する手法を提案した．

４．研究成果

第１の課題では，先ず，分野ラベル付きコ

ーパスとしてReuters’96, 及び毎日新聞96, 

97 年を用い，各分野ごとに名詞単語を抽出し

た．次に辞書として WordNet, EDR を用い，

各分野ごとに，名詞の各語義をノード，語義

同士の類似度をエッジとするグラフを作成

し，固有値計算を用いることで，語義のスコ

アリングを行うことで，各分野の主要語義を

求めた．この成果については現在，論文を執

筆中である．

第 2，及び第 3の課題である訓練データと

作成時期が異なるテストデータの分類につ

いては，局所・大域的特長量（素性）を抽出

した後，これらを用い, TrAdaBoost を適用す

ることで分類器を作成，テストデータを分類

する手法を提案した．TrAdaBoost は転移学習

の一つであり，訓練データとは異なる分野の

テスト事例を分類するために考案された手

法である．本研究はこれを時系列データに適

用することにより分類を行った．
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